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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
初
春
を
迎
え
、町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
５
月
１
日
、天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
伴
い
、新
し
い
時
代「
令

和
」が
始
ま
り
ま
し
た
。新
し
い
時
代
を
切
り
ひ
ら
く
、希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
一方
、全
国
各
地
で
、度
重
な
る
台
風
の
襲
来
や
洪
水
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、自
然
の
猛
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た一年

で
し
た
。本
町
に
お
い
て
は
、水
稲
の
作
柄
が
例
年
よ
り
不
良
で
あ
っ
た

こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、大
き
な
災
害
が
な
く
、本
当
に
あ
り
が
た
く

思
って
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、昨
年
も
小
中
学
校・高
校
の
児
童
生
徒
な
ど
若
者

が
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。中
で
も
、頓
原
中
学
校
吹

奏
楽
部
は
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、初
と
な
る
中
国
大
会
１

位
、同
じ
く
飯
南
高
校
吹
奏
楽
部
は
県
大
会
５
年
連
続
金
賞
を
受

賞
。ま
た
、県
学
童
軟
式
野
球
大
会
で
は
、来
島
ポ
ニ
ー
ズ
が
第
３
位
と

い
う
立
派
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。そ
し
て
、志
津
見
出
身
で
松
江
工

業
高
等
専
門
学
校
３
年
生
の
小
野
田
空
羽
さ
ん
は
、茨
城
国
体
ボ
ー

ト
競
技「
少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
」で
、見
事
優
勝
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
、若
者

の
活
躍
は
、私
た
ち

町
民
に
大
き
な
感
動
と
元
気
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、本
年
も
大
い
に
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
って
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、迎
え
た
本
年
は
、島
根
県
で
は
５
月
に
天
皇・皇
后
両
陛
下
を

お
迎
え
し
、隣
の
大
田
市
で「
全
国
植
樹
祭
」が
、夏
に
は「
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
は
、新
町
誕
生
１５
周
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
、

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

飯
南
町
」の
実
現
に
向
け
て
、「
飯
南
町
総
合

振
興
計
画・後
期
計
画
」と
第
2
期
目
の「
総
合
戦
略
」に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
何
と
し
て
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
、本
年
も
喫
緊

の
課
題
と
考
え
ま
す
。し
か
し
、人
口
減
少
への
対
応
は一朝一夕
に
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、ま
た
対
処
的
な
取
り
組
み
も
必
要
で
す
が
、地
道

に
総
合
的
に
取
り
組
み
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
れ
に
は
、今

飯
南
町
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、飯
南
町
で
暮
ら
す
こ
と
を
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
、そ
ん
な「
ま
ち
」

を
創
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
そ
の
大
き
な
要
素
の
ひ
と
つ
が
医
療
の
確
保
で
す
。

　
そ
う
し
た
と
き
に
、和
田
医
院
、和
田
勝
祥
先
生
に
は
、長
年
に
わ
た

り
町
民
を
地
域
医
療
の
面
か
ら
お
守
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
末
を
も
っ
て
閉
院
さ
れ
ま
し
た
。和
田
先
生
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
和
田
先
生
の
ご
意
思
も
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、本
年
も
角
田
院
長

を
中
心
に
し
た
飯
南
病
院
を
核
と
し
て
、皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
医
療

提
供
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、晴
雲
の
里
の
施
設
整

備
や
介
護
施
設
の
担
い
手
確
保
な
ど
に
町
も
共
に
取
り
組
む一方
、健

康
づ
く
り
を
進
め
、保
健・医
療・福
祉・介
護
が
連
携
し
て
、「
安
心
の

暮
ら
し
」を一層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、評
価
の
高
い「
飯
南
米
」の
生
産
、園
芸
で
は

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
の
生
産
拡
大
に
加
え
て
、新
た

に
白
ネ
ギ
の
生
産
に
取
り
組
み
、畜
産
で
は
新
た
な
技
術
に
よ
る
優
良

牛
確
保
を
進
め
、そ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。林
業
に
お
い
て
は
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
進
め
、引
き
続
き
本
町
の
山
林
、木
材
活
用
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、農
林
商
工
業
を
担
う
人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、本
年
ス
タ
ー
ト
す
る
国
の
新
制
度
も
活
用
し
な
が

ら
、雇
用
環
境
の
改
善
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
の
自
慢
で
あ
る
し
め
縄
は
、昨
年
12
月
に「
島
根
県
ふ
る
さ
と

伝
統
工
芸
品
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。「
日
本一の
大
し
め
縄
の
里 

飯
南

町
」を
冠
に
、本
年
も
外
国
の
方
を
含
め
、多
く
の
皆
さ
ん
に
本
町
を
訪

れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
飯
南
町
を
P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、保
育
料
の
完
全
無
償
化
や
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

な
ど
、子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。本
年
は
、

公
営
塾「
学
習
支
援
館
」も
新
し
く
な
り
ま
す
。保
小
中
高一貫
教
育

を
は
じ
め
、明
日
の
飯
南
町
を
担
う
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
は
、頓
原
地
区
へ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
が
完
了
し
ま
す
。全
町

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
飛
躍
的
な
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
、Ｃ
Ａ
Ｔ
V
で
の

情
報
伝
達
も
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、来
島
地
区
の
小
さ
な
拠
点
の
中
心
施
設
も
完
成
し
ま
す
が
、

各
地
域
で
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す「
集
落
実
態
調
査
」に
つ
い

て
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
招
致
な
ど
、掲
げ
ら
れ

た
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、行
政
も
共
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
年
、そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
や
自
治
振
興
組
織
で
の
地
域
づ
く
り
が
大

い
に
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」に
、そ
し
て「
住
民
の
皆
さ

ん
の
幸
福
度
向
上
」に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
、変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
結
び
に
、町
民
の
皆
様
の一層
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

く
うま

さ
よ
し



10年後の私にメッセージを 思い出話に花が咲きます

記念撮影の前に 和やかな雰囲気で始まった茶話会

町民歌を唄う新成人

赤来中で担任だった黒田達也先生

頓原中で担任だった小村さおり先生

記念品を受ける高橋陽向さん 祝辞に耳を傾ける新成人 誓いの言葉を述べる津和野勇貴さん

10年後の私にメッセージを スーツが似合う歳になりましたスーツが似合う歳になりました 思い出話に花が咲きます

記念撮影の前に 和やかな雰囲気で始まった茶話会

町民歌を唄う新成人

赤来中で担任だった黒田達也先生

頓原中で担任だった小村さおり先生

記念品を受ける高橋陽向さん 祝辞に耳を傾ける新成人 誓いの言葉を述べる津和野勇貴さん
安定した職に就いて
たくさんの人と関わって！

次は女の子がほしい。

仕事頑張っていますか？

自分の人生を楽しむ。

楽しく生活していますように！

それとなく上手にやっていてほしい。

好きなことをしていてください。

幸せになる！

幸せになる！

幸せになる！

３０歳楽しんでいますか？

食ってみな、飛ぶぞ。３歩進んで２歩小股で進む。

幸せですか？

マイホーム、子ども２人。

家族はいますか？

結婚できてるといいな。

幸せな家庭をつくる。

のんびりやっていこう。

大丈夫。君ならできる。

教員採用試験にはいつ受かったかな？

健康に過ごしてね！

いい家族をつくる。

自分が本当にやりたいと思うことを

一所懸命やってほしい。

教員採用試験受かっていますか？早く結婚してください。お願いします。

たくさんの人の役に立つような
仕事をしていてください。

ちゃんと子ども病院で看護師していますか？
子どもたちのためにこれからも頑張れ！

結婚して子どもが生まれて幸せだよね、きっと！また明後日から実習がんばるよ～

社会福祉士としてたくさんの人に
寄り添えていますように。

かわいい子どもと

かっこいい旦那さんと幸せにね。

幸せな家庭を築いていますか？

表を歩ける生活をしていてほしい。

ちゃんとせぇよ。
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　昨年８月に台風の影響で延期になった飯
南町成人式。1月4日（土）、飯南町初となる冬
季の成人式を赤名農村環境改善センターで
開催しました。
　式典では、新成人46人を代表して津和野
勇貴さんが誓いの言葉を述べ、教え子の晴れ
舞台に駆けつけた頓原・赤来中学校の恩師2
人が当時の思い出を交えながら新成人に
エールを送りました。

成人式

飯南町

成人式

飯南町
メッセージ今の
私が10年後の私に贈る



松田栄次さん那須穂士輝さん

出場後に記念撮影

10月に完成した秘密基地には、ペンキでつ
けた子どもたちの手がたがいっぱい

「考え事はひとりでするな。人の頭を使って一緒に考えた方がいい」と講師の山口覚さん（左）

出発式でリ
ラックスし

た表情を
浮かべる

選手たち

金賞の山
下真季さん

（赤名小
６年）

金賞の伊達佑太さん（来島小６年）

区　

間

選
手
名

備　

考

第
１
区

第
２
区

第
３
区

第
４
区

第
５
区

第
６
区

第
７
区

第
８
区

第
９
区

　

控

　

控

　

控

　

控

　

控

　

控

黒
角　

梨
奈

山
戸　

悠
生

安
部　

凌
生

後
長　

輝

本
間　

大
介

内
田　

夏
菜

八
幡　

輝

加
藤　

郁
海

下
宮　

雅
行

上
田　

詩
乃

津
和
野　

陽
希

山
戸　

拓
郎

戸
田　

菜
々
海

森
口　

慎
太

別
木　

政
彦

専
門
学
校
1
年

頓
原
中
学
校
3
年

飯
南
高
校
3
年

大
学
4
年

頓
原
中
学
校
2
年

赤
来
中
学
校
1
年

飯
南
高
校
3
年

来
島
公
民
館

団
体
職
員

赤
来
中
学
校
3
年

赤
来
中
学
校
1
年

頓
原
中
学
校
1
年

赤
来
中
学
校
2
年

飯
南
高
校
1
年

高
校
講
師

金賞

金賞

銀賞

銀賞

銀賞

銀賞

銅賞

銅賞

銅賞

銅賞

銅賞

銅賞

卒業だ　みてみぬふりの　自分から

なりたいよ!!　人の気持ちを　分かる人

ヒソヒソと　かげ口わる口　かっこわるい

「ありがとう」　君がいたから　がんばれた

うれしいね　ともだち　えがおで　「またあした」

なかよしは　人のいけんも　きけること

気づいてね　心のさけび　広い瞳で

守りたい　一人に一つの　大事な命

やさしさで　包んでとかそう　つめたい言葉

ほんとはね　はやくいいたい　ごめんなさい

たすけ合い　つなごう地いきの　人と人

差別はね　してもされても　やな気持ち

赤名小 6年

来島小 6年

頓原小 2年

頓原小 4年

志々小 5年

志々小 6年

赤名小 2年

赤名小 3年

志々小 1年

赤名小 5年

赤名小 5年

来島小 1年

来島小 3年

来島小 5年

来島小 6年

山下  真季

伊達  佑太

白石  結人
白石  湊真

桒原  那由多
桒原  兎汰

小野  那佑太

三島  希美

栃木  結衣

景山  壮真

三上　  護

三島  颯馬

影山  寧音
影山  莉音

吉岡  太一

葉子

佑紀

陽子

初紀
俊也

大輔

千春

恵子

奈津美

恭子

志織

和典

敏子

め

令和元年度　「家族でつくる人権標語」優秀作品 〈敬称略〉
賞 標語 学校・学年 児童名 家族名

　

飯
南
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
教
育
・
啓
発
活
動
の一
環
と
し

て
、小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に「
家

族
で
つ
く
る
人
権
標
語
」を
募
集
し
ま
し

た
。こ
の
取
り
組
み
は
平
成
24
年
度
か
ら

行
って
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
1
4
2
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
審
査
会
で
特
に
優

秀
と
さ
れ
た
12
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。今

後
、こ
の
12
点
を
広
報
誌
に
1
点
ず
つ
掲

載
し
、人
権
意
識
の
啓
発
の
た
め
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
第
28
回
浜
田
―
益
田
間
駅
伝
競
走

大
会（
し
お
か
ぜ
駅
伝
）」が
、益
田
陸
上
競

技
場
と
旧
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
を
結

ぶ
、９
区
間
、42・１
９
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
南
チ
ー
ム
は
、久
し
ぶ
り
に
走
る
社

会
人
か
ら
初
め
て
走
る
中
学
生
ま
で
、ど

の
選
手
も
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、昨
年
か
ら
順
位
を
上
げ
全
38
チ
ー

ム
中
21
位
、２
時
間
28
分
42
秒
と
健
闘
し

ま
し
た
。

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

家
族
で
つ
く
る
人
権
標
語

12/8
日

タ
ス
キ
に
思
い
を
こ
め
て

し
お
か
ぜ
駅
伝

　
今
回
は「
自
分
の
好
き
な
こ
と
」と「
地

域
に
良
い
こ
と
」を
掛
け
合
わ
せ
る「
共

創
の
地
域
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
づ
く
り
」が

テ
ー
マ
で
す
。

　

参
加
者
が
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、車

好
き
が
愛
車
を
持
ち
寄
り
展
示
す
る「
あ

の
頃
を
思
い
出
せ
〜
カ
ー・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

in
飯
南
」、廃
棄
さ
れ
る
さ
つ
ま
芋
を
羊

か
ん
や
ど
ぶ
ろ
く
に
加
工
す
る「
イ
モ
カ

ラ
」、ヒ
ト
カ
ラ
卒
業
生
が
集
ま
れ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
ト
カ

ラ
」の
３
つ
。ア
イ
デ
ア
ご
と
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
目
標
な
ど
を
具
体
的
に
設
定
し
、次

回
以
降
ア
イ
デ
ア
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て

い
き
ま
す
。

第
４
回
共
創
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

ヒ
ト
カ
ラ~hitocolor~

イ
イ
ナ
ン
12/8
日

　
さ
つ
き
会
館
横
の
秘
密
基
地
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
す
る「
イ
ル
ミ
カ

フ
ェ
」に
、志
々
地
区
の
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
45
名
が
参
加
し
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
ピ
ザ
焼
き
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。（
点

灯
は
昨
年
末
ま
で
）

　
参
加
し
た
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
は「
移

住
者
も
多
い
地
域
で
す
が
、田
舎
で
は
な

か
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
機
会

が
な
く
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。元
気

な
地
域
を
象
徴
す
る
楽
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
が
完
成
し
た
の
で
、年
末
に
帰
省
す

る
人
に
も
見
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

未
来
を
照
ら
す
灯
り
が
と
も
る

イ
ル
ミ
カ
フ
ェ
in
志
々
12/8
日

●
松
田
栄
次
さ
ん（
上
来
島
）

　

昭
和
47
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
44
年

の
長
き
に
わ
た
り
、消
防
団
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、平
成
20
年
１
月
の
飯
南
町
消
防

団
団
長
就
任
後
は
、団
を
統
制
し
、陣
頭

に
立
っ
て
常
に
冷
静
適
切
に
指
揮
を
執
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
17
年
の
２
町
合
併
に
よ
る

消
防
団
の
組
織
統
合
の
際
に
は
、副
団
長

と
し
て
団
長
を
補
佐
し
、精
力
的
に
組
織

間
の
調
整
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
那
須
穂
士
輝
さ
ん（
八
神
）

　

平
成
19
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
６

年
間
、島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

を
務
め
た
功
績
に
よ
り
、全
国
町
村
議
会

議
長
会
創
立
70
周
年
記
念
表
彰
で
特
別

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
８
年
に
わ
た
り
飯
南
町
議
会
議

長
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
、在
職
中
に
中
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
町
村
議
会
議
長
会

特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞

ず
い    

ほ
う   

そ
う   

こ
う   

し
ょ
う
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指定書交付式に出席した菅武志さん（左）と那須久司さん（右）

ラムネミルク堂で企画した夜カフェ

首都圏の小売店でサツマイモをPR畑仕事にも挑戦しました

相談日

2月14日㈮
2月17日㈪
2月18日㈫
2月19日㈬
2月20日㈭
2月21日㈮
2月25日㈫
2月26日㈬
2月27日㈭
2月28日㈮
3月  2日㈪
3月  3日㈫
3月  4日㈬
3月  5日㈭
3月  6日㈮
3月  9日㈪
3月10日㈫
3月11日㈬
3月12日㈭
3月13日㈮

受付時間
9時～12時

志津見
川　東
獅　子
寺　沢
長　谷
都加賀
奥　畑
上　区（宇山・小和田）
町　区（本町・横町・新道町・万対町・恵比須町・寺町）
下来島（保賀・松本中部）
野　萱（琴麓・三日市・塚原）
小　田（奥小田・口小田・中小田）
真　木（口真木）
上来島（杉戸・横路）
谷（井戸谷）
下赤名（東区）
下赤名（千束・中通）
上赤名（瀬戸）
赤　名（上市・衣掛団地）
赤　名（中市・下市）

13時～16時
角　井
川　西 さつき会館

みせん

来島基幹
集落センター

役場本庁舎
（2階 会議室）

佐　見
敷　波
花　栗
上　区（迫・小才田・泉川）
町　区（一番町・社日町・大仙町・上町・中町）

下来島（松本西部・川尻）
野　萱（野萱・野萱団地・下三日市）
真　木（奥真木）
上来島（上来島・安江）

谷（塩谷・畑田）
下赤名（石次・福田）
上赤名（北野）
上赤名（中区）
上赤名（向谷）

会場

　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ

ま
へ
、医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。医

療
費
通
知・療
養
費
通
知
は
、確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
手
続
き
に
使
用
で
き
ま
す
。

●
送
付
対
象
者　
被
保
険
者
全
員

●
発
送
時
期

■
医
療
費
通
知

【
第
１
回
】令
和
元
年
８
月（
発
送
済
）

【
第
２
回
】令
和
２
年
１
月
中
旬

　

令
和
元
年
11
〜
12
月
診
療
分
の
医
療
費

や
、医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
医
療

費
が
あ
る
場
合
は
、ご
自
身
で
領
収
書
に
基

づ
い
て
別
途「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」を
作

成
し
て
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
療
養
費
通
知

　
（
柔
道
整
復
、あ
ん
摩
マッ
サ
ー
ジ
、は
り
き
ゅ
う
）

【
第
１
回
】令
和
元
年
５
月（
発
送
済
）

【
第
２
回
】令
和
元
年
９
月（
発
送
済
）

【
第
３
回
】令
和
２
年
１
月
送
付
予
定
分

を
合
わ
せ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

10
月
〜
12
月
受
療
分
は
、施
術
所
が
発
行

す
る
領
収
書
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

業
務
課 

医
療
給
付
グ
ル
ー
プ

０
８
５
２・２
０・７
５
２
５

期
高
齢
者
医
療 

医
療
費
・
療
養
費
通
知

後

　

飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

に
取
り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。今
月
は
サ
ツ
マ
イ

モ
生
産
者
協
議
会
の
原
田
朋
子
隊
員
の

活
動
報
告
で
す
。

　
１
月
い
っ
ぱ
い
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
が
終
了
す
る
原
田
朋
子
で
す
。３

年
間
、町
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。３
年
間
で
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
え
、皆
さ
ん
に
親
切
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。飯
南
町
へ
来
た
当
初
思

い
描
い
て
い
た
計
画
や
目
標
を
達
成
す
る

に
は
、こ
の
期
間
で
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

く
ら
い
で
す
が
、た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
が

作
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
な
ど
の
畑
仕

事
は
初
め
て
の
私
で
し
た
が
、地
域
の
皆

さ
ん
に
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
終
わ
り
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
も
飯
南
町
に
残
り
、い
ろ
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
、ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
張
り
切
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。飯
南
町
を
盛
り
上
げ
て
い
く一人

と
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
と一緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま

確
定
申
告
に
使
用
で
き
ま
す

　

飯
南
町
注
連
縄
企
業
組
合
の
制
作
す

る「
飯
南
の
し
め
縄
」が「
島
根
県
ふ
る
さ

と
伝
統
工
芸
品
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
代
表
理
事
の
菅
武
志
さ
ん
は

「
こ
の
指
定
を
励
み
と
し
、組
合
員一丸
と

な
っ
て
よ
り
品
質
の
高
い
し
め
縄
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

島
根
県
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
品
制
度

は
、島
根
の
誇
る
べ
き
伝
統
工
芸
品
を「
ふ

る
さ
と
伝
統
工
芸
品
」と
し
て
島
根
県
が

指
定
し
、そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

南
の
し
め
縄
が

「
島
根
県
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
品
」に
指
定

飯

12/23
月

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

和
元
年
度
分
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

令
　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

定
申
告
会
場
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

確　

確
定
申
告
手
続
き
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
」と「
本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
添
付
」が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
人

●
番
号
確
認
書
類

・通
知
カ
ー
ド

・住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か一つ

●
身
元
確
認
書
類

・運
転
免
許
証
、公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
、身
体
障
害
者
手
帳
、パ
ス
ポ
ー

ト
、在
留
カ
ー
ド

な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か一つ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
る
人

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
、本
人
確

認（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）が
で
き
ま
す

■
問
合
せ
／
住
民
課　

電
話
７
６・２
２
１
３

歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
手
続
き

な
く
て
も
加
入

20
　

令
和
元
年
10
月
以
降
に
20
歳
を
迎
え

た
学
生
や
自
営
業
の
人
に
、日
本
年
金
機

構
か
ら「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

（
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
通

知
）」が
届
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
加
入
手

続
き
が
必
要
で
し
た
。

　

通
常
は
20
歳
を
迎
え
て
２
週
間
程
度

で
通
知
が
届
き
ま
す
が
、誕
生
日
の
直
前

に
住
所
を
移
し
た
場
合
な
ど
通
知
が
届

か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
、

役
場
で
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ

住
民
課　
電
話
７
６・２
２
１
３
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飯南病院 医師 
安田　勲

参加者からの質問に答える講師の伊藤さん

薄切り肉を使った調理を
実践中

寄り合い処「田屋」視察

さまざまな想いが語られた和やかな会となりました

試験の様子

使用したコウヨウザン

研修会の様子

曲げ試験の結果

曲げヤング係数
（kN/ｍｍ2）

曲げ強度
（N/ｍｍ2）

密度
（g/cｍ3）

含水率
（％）

正角（柱）
県産コウヨウザン

県産スギ

県産コウヨウザン

県産スギ

6.87

6.73

7.23

7.67

22.9

38.0

24.4

37.9

0.33

0.41

0.36

0.40

15.9

16.4

26.6

19.7
平角（柱）

　食生活改善推進員は「私たちの健康は私たちの手で」を
スローガンに、自分や家族、地域の人たちが健康な毎日を
過ごせるように「食」を通した健康づくりにボランティアで取
り組んでいます。平成24年から男性会員の加入も認めら
れ、これまで男性会員２人を含む57人で活動していました。
　今年度新たな推進員を迎えるため、６年ぶりに育成教室
を開催しました。教室は、松江市在住の伊藤孝子さん（管理
栄養士）を講師に迎え、７月から12月まで全６回。今回は男性
４人を含む17人が参加しました。
　教室では、飯南町の平均寿命や健康寿命、課題である高
血圧、肥満、糖尿病の現状を説明。また栄養バランスのとれ
た食事や、野菜の摂取量を増やすための工夫など、食に関
する正しい情報や栄養の基礎知識の講話に加え、調理実習
も行いました。
　調理実習では、高齢期の食事で敬遠しがちな肉から摂れ
るたんぱく質を、高齢者が摂りやすくするための「薄切り肉
を使った調理方法」の紹介や、糖尿病予防の食事などの指

導もありました。参加者からは「自分の食事の振り返りがで
きてよかった」「もう少し早く学んでいたら病気にならなかっ
たかも」などの感想があり、改めて食の大切さを認識できる
機会になりました。

飯南町食生活改善推進員
育成教室を６年ぶりに開催

　
昨
年
の
広
報
2
月
号
に
続
い
て
、

再
度
運
動
療
法
に
つ
い
て
書
い
て
み

ま
す
。

　
健
診・ド
ッ
ク
の
受
診
者
に
運
動

習
慣
の
有
無
を
聞
い
て
み
る
と
、運

動
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合
は
、15
〜

20
％
程
度
で
意
外
と
少
な
い
と
前

回
の
コ
ラ
ム
に
書
い
て
い
ま
す
。昨

年
春
に
病
院
職
員
の
運
動
習
慣
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、病
院
職
員
の
運

動
習
慣
は
、30
〜
40
％
程
度
で
割
と

多
く
の
人
に
運
動
習
慣
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、飯

南
高
校
の
教
職
員
さ
ん
を
対
象
に

調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、約
50
％
の

人
に
運
動
習
慣
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
一方
、飯
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ

る
と
、昨
年
度
は
10
％
の
人
し
か
運

動
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
度
は
20
％
の
人
に
運
動
習
慣

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。倍

増
の
理
由
は
ま
だ
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
。

　
職
場
ご
と
に
運
動
習
慣
の
あ
る・

な
し
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
は
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
？

　
日
本
の
糖
尿
病
患
者
数
の
増
加

曲
線
は
、ほ
か
の
ど
の
指
標
よ
り
も

「
車
の
保
有
台
数
の
増
加
」に
よ
く

似
る
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま
す
。糖

尿
病
は
食
事
療
法
に
加
え
て
運
動

療
法
が
治
療
の
基
本
で
す
。運
動
習

慣
は
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
予
防
に

効
果
が
あ
り
、大
切
だ
と
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

面
で
も
大
変
有
効
だ
と
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。自
分
に
合
っ
た
継
続
可

能
な
運
動
を
、自
分
で
見
つ
け
て
取

り
組
む
と
い
い
で
す
ね
。

　
ち
な
み
に
、昨
年
の
私
の
運
動
の

取
り
組
み
で
す
。

①
飯
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
衛

　
生
委
員
会
へ
提
案
し
、11
人
で
新

　
緑
の
大
万
木
山
へ
登
り
ま
し
た
。

②
同
級
生
に
提
案
し
、７
人
で
紅
葉

　

の
大
万
木
山
に
登
り
ま
し
た
。

③
近
隣
の
山
に
８
回
登
り
ま
し
た
。

④「
天
空
の
朝
ご
は
ん
in
飯
南
町
」

　
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

⑤
エ
ア
縄
跳
び
や
長
生
き
体
操
な

　
ど
の
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770

運
動
療
法
の
勧
め

住みよいまちへ集落実態調査を終え、
踏み出す赤名自治振興協議会
　昨年度赤名地区（連坦地）では、集落
実態調査を通して幅広い世代が集まり、
「10年後の赤名」についての話し合い
を３回重ねました。その中で「空き家を
交流の場に活用」などのアイデアが出
てきたほか、多くの人から「地域で一番
大切なことは『絆づくり』だ」という意見
が出てきました。

　そこで12月１日（日）、赤名自治振興
協議会は「小さな拠点づくり」の取り組
みを学ぶため、「地域の支え合い活動」
「古民家を利用した交流活動」に精力
的に取り組んでいる邑南町布施地区に
視察研修に行きました。当日は、協議会
の11人（女性4人）が参加し、布施地区
の取り組みの説明を受けた後、古民家
を視察。意見交換会では、サロンなどを
運営している女性チームの話に耳を傾
けていました。今回の視察研修が今後
の「支え合う赤名のまちづくり」に繋が
ると思っています。
　今年度「上赤名地区」「下赤名地
区」でも集落実態調査が行われました。

両地区でも「理想の地域像」について、
貴重な意見がたくさん出てきました。今
後の地域づくりのヒントになればと思っ
ています。これからも「踏み出す赤名地
域」のお手伝いをさせていただきますの
で、よろしくお願いします。

赤名地区集落支援員の
金藤です！

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

県産コウヨウザンの
強度試験

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　コウヨウザンは中国原産のヒノキ科
の常緑針葉樹で、スギやヒノキの仲間
です。成長が早く、伐採後に切り株から
芽が出て成長することから、新たな造
林樹種として期待されています。当セ
ンターでは、このコウヨウザンの利用
に向けて、強度試験を行いました。
　試験には、浜田市に自生していたコ
ウヨウザン７本（平均樹齢36年）を使用し、
7本の正角（仕上げ寸法120㎜×120㎜×
2,500㎜）と12本の平角（仕上げ寸法120㎜
×210㎜×4,000㎜）を加工して、曲げ試験
を行いました。

　試験の結果、県産スギ（当センター試験
データ）と比べて、県産コウヨウザンは
材の変形しにくさを表す指標（曲げヤ
ング係数）に大きな差はありませんで
した。材を曲げて壊れるまでに木材内
部に生じる力の値（曲げ強度）は低い結
果となりましたが、これは節の位置や
材の腐り具合などの影響によるもので
した。
　県産コウヨウザンの強度性能は、構
造材として十分な性能があり、柱や梁
などへ利用可能と考えられます。しか
し、今回は一部の限られた調査結果の

ため、今後県内の他の場所で自生して
いるコウヨウザンの強度試験を引き続
き行い、利用に向けたデータを蓄積し
ていく予定です。
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飯南町無料職業紹介所 電話76-2864
（役場地域振興課内）

求 人
情 報

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

島根県教育庁学校企画課　0852-22-5422
出雲教育事務所管内公立小学校常勤講師
小学校教諭普通免許状 10人フル

（株）Aコープ西日本 Aコープエルシィー店　72-1221

商品作り又は補充、レジ等 2人フル

飯石森林組合　62-1520
きのこ生産作業員（舞茸センター）
59歳以下、普通自動車運転免許（AT限定可）、フォークリフト免許あればなお可 1人フル

（株）Aコープ西日本 Aコープあかな店　76-2319

店舗業務 3人フル

（株）Aコープ西日本 Aコープきじま店　76-2319

店舗業務 3人フル

九州惣菜（株）　093-391-7717

Aコープきじま店内における惣菜等の製造販売 1人パート

中国化成工業（株）本社工場　76-2258
マシンオペレーター（加工事業）
59歳以下、高卒以上 1人フル

（有）ホリエ　72-0102
農林業機械の修理、販売
59歳以下、普通自動車運転免許（AT限定可） 1人フル

（株）シーエムエンジニアリング島根支社　0853-20-7141
道路管理技術員補助
高卒以上、行政機関での実務経験者優遇、パソコン基本操作、2級土木施工管理技士以上 1人フル

（有）槇原商事　72-0321
電気・ガス工事、水道工事、リフォーム作業員
35歳以下、普通自動車運転免許（AT不可） 1人フル

（有）直方メディカルサービス　72-0281
事務（こぶし薬局）
30歳以下、普通自動車運転免許（AT可） フル 1人

（有）赤来オートセンター　76-3000
営業
45歳以下、普通自動車運転免許（AT限定可） フル 1人

松田建設（株）　76-2361
一般土木作業員
64歳以下、高校卒業以上、普通自動車運転免許（AT限定不可）フル 1人
重機オペレーター
重機作業経験者、車両系建設機械運転技能 フル 1人

（株）後藤建設　72-0103
施工管理業務の補助（建築工事・土木工事）
経験者・有資格者優遇、未経験者歓迎 2人パート

企業警備保障（株）三次事務所　090-8559-5962
警備社員（一般道路及び高速道路）
18歳以上、普通自動車運転免許（AT限定可） フル 2人
警備社員（一般道路及び高速道路）
18歳以上、普通自動車運転免許（AT限定可） パート 2人

（特非）晴雲の里　72-0681
福祉施設支援員
福祉職の経験者、精神保健福祉士 フル 1人
障がいを持つ方の生活支援と作業補助、助言
普通自動車運転免許（AT限定不可）、45歳以下 フル 1人

（福）友愛会　72-0214
調理職員
59歳以下、調理師免許優遇、普通自動車運転免許（AT限定可）フル 1人
介護職員
18歳～59歳、介護福祉士等有資格者優遇、普通自動車運転免許（AT限定可） フル 3人

（株）あゆみ　72-9373
障害者支援員
59歳以下、パソコン基本操作、普通自動車運転免許（AT限定可） フル 1人
調理員（あゆみの杜）
普通自動車運転免許（AT限定可） パート 1人

（福）飯南町社会福祉協議会　76-2170
介護職員
50歳以下、大学・短大・専修学校卒、介護福祉士 フル 2人

保育補助（臨時職員）
保育士資格、大学・短期大学・専門学校卒 フル 1人

保育士（正規職員）
44歳以下、大学・短大・専門学校卒、保育士資格 フル 1人

※表示のない市外局番は「0854」です。
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自
衛
官
候
補
生（
陸
上・海
上・航
空
）

●
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
人（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

●
試
験
種
目

　

筆
記
試
験（
国
語・数
学・社
会・作
文
）、口

述
試
験
、適
性
検
査
、身
体
検
査

●
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

●
応
募
期
間

　
２
月
３
日（
月
）〜
３
月
５
日（
木
）

●
試
験
日　
３
月
７
日（
土
）

※
会
場
、試
験
日
は
変
更
の
可
能
性
あ
り

予
備
自
衛
官
補（一般・技
能
）

●
応
募
資
格

〈
一
般
〉　
日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
人（
令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
）

〈
技
能
〉　
日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以

上
で
、資
格
に
応
じ
て
53
歳
か
55
歳
未
満

の
人（
令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
）

※
そ
の
他
資
格
要
件
あ
り

●
試
験
種
目

〈
共
通
〉　
口
述
試
験
、適
性
検
査
、

身
体
検
査

〈
一
般
〉　
教
養
試
験
、作
文

〈
技
能
〉　
小
論
文

●
会
場

　
（一般
）陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

〈
技
能
〉　
全
国
の
主
要
都
市
で
実
施

●
応
募
期
間

　
４
月
10
日（
金
）ま
で

●
試
験
日

　
４
月
18
日（
土
）〜
22
日（
水
）の

　
指
定
日

●
合
格
発
表　
５
月
22
日（
金
）

※
会
場
、試
験
日
は
変
更
の
可
能
性

あ
り

■
問
合
せ

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

電
話
０
８
５
２・２
１・０
０
１
５

自
衛
官
募
集

●
対
象　

雲
南
圏
域
の
福
祉
事
業
所
に

就
職
を
希
望
す
る
人

●
日
時

　
３
月
３
日（
火
）11
時
〜
13
時

●
会
場　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南
２
階

●
内
容　
・個
別
就
職
面
談

　
　
　
　
・福
祉
の
仕
事
説
明

　
　
　
　
・資
料
情
報
提
供

　
　
　
　
・総
合
相
談

●
そ
の
他

　
参
加
無
料
、申
込
不
要
、入
退
場
自
由
、服

装
自
由
、年
齢
制
限
無
、お
子
さ
ま
連
れ
可

※
こ
の
相
談
会・面
談
会
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
の
失
業
認
定
に
係
る
求
職
活
動
に
該

当
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）　

電
話
０
８
５
２・３
２・５
９
５
７

「
福
祉
・
保
育
の
お
仕
事
相
談
会
・

面
談
会
in
雲
南
」開
催

●
日
時　
２
月
15
日（
土
）13
時
〜
17
時

※
要
予
約（
予
約
の
な
い
時
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

●
会
場　
ラ
ピ
タ
本
店
１
階
相
談
ブ
ー
ス

（
出
雲
市
今
市
町
87
）、朝
日
公
民
館（
松
江
市
東

朝
日
町
49
）

●
相
談
内
容　
遺
産
相
続
、遺
言
、不
動

産
の
売
買
、名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借

り
、ロ
ー
ン
の
返
済
、悪
質
商
法
、会
社
の

登
記
、裁
判
、調
停
、成
年
後
見
等
高
齢
者

の
財
産
管
理
な
ど

●
費
用　
無
料

■
問
合
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
８
５
２・６
０・９
２
１
１

（
受
付
時
間　
毎
週
月・火・木
曜
日
の
12
時
〜
15
時
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

れ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税
の

申
告
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、「
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
」が
あ
れ
ば
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
告
で
き
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
」を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る
本

人
確
認
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
所
持
し
、

近
く
の
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

大
東
税
務
署

電
話
０
８
５
４・４
３・２
３
６
０

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申
告

　
島
根
県
で
は
、県
内
の
専
門
学
校
な
ど

で
学
ぶ
公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。入
学
金
、授
業
料
な
し
で
資
格

を
取
得
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す（
教
科
書
代
な

ど
は
個
人
負
担
）。

●
対
象

　

 

ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
し
て
い

る
人（
予
定
者
含
む
）

●
資
格

　
介
護
福
祉
士・保
育
士・准
看
護
師・理

容
師
な
ど

●
修
学
機
関　

県
内
専
門
学
校
な
ど　

（
２
年
間
、一般
学
生
と
共
に
学
び
ま
す
）

●
募
集
期
間　
２
月
末
ま
で（
予
定
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

島
根
県
雇
用
政
策
課　

電
話
０
８
５
２・２
２・５
３
０
４

飯
南
町
役
場
人
材
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
７
６・２
８
６
４

つ
か
も
う
資
格
！
め
ざ
せ
正
社
員
！

●
対
象　
ど
な
た
で
も

●
開
催
日　

令
和
２
年
４
月
４
日（
土
）

〜
７
月
４
日
の
第
１・３
土
曜
日
13
時
15

分
〜
16
時
30
分（
全
15
回
）

●
会
場　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

　
　
　
　
（
松
江
市
東
津
田
町
１
４
７
１-
３
）

●
費
用　
１
万
円

●
申
込
み　
令
和
２
年
３
月
末
日
ま
で

※
公
開
講
座
を
10
回
以
上
出
席
し
た
人
は
、令
和
２
年
７
月

以
降
に
開
催
の
養
成
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。（
面
接
あ
り
）

■
問
合
せ

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

電
話
０
８
５
２・３
２・５
９
８
５

島
根
い
の
ち
の
電
話

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
開
講
座
受
講
者
募
集

●
対
象　
事
業
主
の
皆
さ
ま

●
開
催
日　
２
月
27
日（
木
）14
時
〜
16
時

●
会
場　
み
さ
と
館
多
目
的
室

　
　
　
　
（
美
郷
町
粕
渕
１
６
８
）

●
内
容　
①
講
演「
変
わ
る
高
齢
者
の
職

業
意
識
と
企
業
に
お
け
る
高
齢
者
活
用
の

可
能
性
」②
事
例
紹
介「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
行
う
労
働
者
派
遣
事
業
」

●
費
用　
無
料

■
申
込
み・問
合
せ

（
公
社
）島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

電
話
０
８
５
２・２
８・１
１
７
１

高
齢
者
の
豊
富
な
経
験
を

求
め
る
企
業
を
募
集

http://www.mod.go.jp/pco/shimane



仕事終わりに集まって編集作業　
一年
間
の
抱
負
や
目
標
を
書
い
た
り
、

字
の
上
達
を
祈
願
し
た
り
す
る「
書
き
初

め
」。令
和
初
の「
新
春
書
き
初
め
大
会
」

が
１
月
５
日（
日
）に
来
島
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
足
を

運
ん
だ
の
は
、子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
45

人
。皆
が
真
剣
な
表
情
で
お
手
本
と
に
ら

め
っ
こ
。時
折
見
せ
る
笑
顔
が
書
の
達
成

感
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、飯
南
町
文
化
協
会
が

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
。誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。来
年
は
足
を
運
ん
で
み
て
は
？

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

赤名小3年　安田　紗里奈さん
　家族名　安田　隆志さん

やっちゃだめ
　じぶんがされたら
　　　　　　いやなこと。

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

さりな

たかし

（
川　
東
）

（
野　
萱
）

（
下
赤
名
）

お
名
前

親
族

地
区

（97）（90）（91）
石
井
洋
子

髙　
久

康　
博

那
須 　
　
君 

様

田
部 　
睦
惠 

様

澤　

 　
春
惠 

様

　
　
　
　
　
　 

12
月
届
出
分

細
山 　
陽
向
汰 

ち
ゃ
ん

森　
　

 　
陽
稀 

ち
ゃ
ん

八
嶋 　
　
桃
世 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　 

12
月
届
出
分

主　
馬

雅　
裕

洋　
平 （

上
赤
名
）

（
頓　
原
）

（
野　
萱
）

新
生
児

届
出
人

地
区

ひ
な
た

は
る
ま

も
も
せ

笹
鳴
や一
本
道
は
川
添
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部　
豊
枝

売
出
し
の
幟
は
た
め
き
街
師
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
シ
ヅ
カ

暮
れ
色
の
早
し
吾
が
里
農
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
内　
良
野

小
春
日
の
日
溜
り
猫
と
分
け
あ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
康
子

幸
せ
と
思
う
気
持
も
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
部
智
津
子

灯
を
消
し
て
窓
を
開
け
れ
ば
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森　
　
征
子

カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
り
め
く
り
て
師
走
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
池　
博
子

獣
ら
の
目
の
高
さ
な
り
冬
苺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杤
木　
豊
子

山
ひ
と
つ
隠
し
て
時
雨
下
り
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
富
美
子

枯
紫
陽
花
か
た
ち
残
し
て
ゐ
た
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋　
敏
江

そ
こ
こ
こ
で
道
路
の
補
修
師
走
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
碕
智
恵
美

冬
耕
や
余
生
と
言
う
を
忘
れ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋　
昭
男

病
院
の
三
階
の
窓
に
よ
り
た
て
ば
銀
杏
の
黄
葉
は
ら
ら
ぐ
が
見
ゆ

朝
の
日
に
い
の
ち
た
ま
わ
り
露
光
る
木
々
の
小
枝
に
も
草
紅
葉
に
も

手
の
ひ
ら
に
載
せ
て
賽
の
目
豆
腐
切
る
冬
至
日
暮
れ
て
女
の
厨

日
記
と
う
ほ
ど
に
あ
ら
ね
ど
厨
に
て
つ
づ
ら
ん
冬
の
日
々
の
断
片

飯
南
の
行
政
狭
に
生
き
つ
居
り
み
わ
た
す
余
生
有
視
界
飛
行

裏
庭
の
落
ち
葉
寄
せ
れ
ば
母
娘
に
て
短
歌
を
習
ひ
し
季
に
包
ま
る

本
間
家
の
土
に
な
れ
よ
と
言
い
し
亡
父
六
十
年
前
の
師
走
の
佳
き
日
に

夕
闇
が
か
ぶ
さ
る
や
う
に
落
ち
か
か
る
山
道
ぬ
け
む
と
犬
も
急
げ
り

小
春
日
に
凛
と
咲
き
い
る
野
の
草
の
霜
に
も
負
け
ず
吾
に
ほ
ほ
え
む

世
の
歪
子
ど
も
食
堂
幾
多
あ
り
心
を
寄
せ
る
ひ
と
ま
た
お
お
し

岩
佐　
恒
子

吉
川　
暎
子

石
田
フ
ク
エ

澤
田
久
美
子

澤
田　
勝
登

星
野　
敦
子

本
間　
麗
子

烏
田　
勝
信

門
所　
詠
子

清
原　
豊
明

俳
　
句
　
琴
峯
華
句
会  

十
二
月
例
会
作
品
抄

短
　
歌
　
赤
名
短
歌
会  

十
二
月
例
会
詠
草

ち
ち

と
き

く
る

む
そ
と
せ

く
り
や

こ        

あ
じ
さ
い

は
ざ
ま

お

よ     

せ
い
ゆ
う   

し  

か
い      

ひ    

こ
う

ひ
ず
み

■問合せ
国道54号活性化アクションプラン推進協議会
（い～にゃん人つなぎ協議会）
電話76-2864（地域振興課）

しめ縄本「島根県飯南町と大しめ縄」制作に隠された裏話
　本協議会では、昨年10月に飯南町の大しめ縄の歴史と文化をまとめた
本を制作し、町内外に本を設置しています。今回はしめ縄本制作に隠され
た裏話を少しだけ紹介します。

裏話①「構想は2年前」
　協議会の第一版「飯南町マニアック＆おもしろ歴史ばなし」を発行後、
町内の人がほかにどんな歴史に興味があるかを知る機会もかねて、「飯
南町の歴史に関する勉強会」を開催しました。そのとき、飯南町としめ縄
の関わりや受け継がれてきた文化を「知りたい」という声が多くありまし
た。これが約2年前。
　そして翌年、日本一の大しめ縄の制作を控えていたこともあり、町内外
からしめ縄に係る問い合わせが増えてきました。このとき「なんとなく知
っているけど、ちゃんと説明できない」ということを実感しました。この経
験が本の構成にも結び付いています。

裏話②「膨大な校正量」
　協議会メンバーのうち、歴史文化部会の数人で集まり、資料や文献を
持ち寄って調べたり、歴史博物館の学芸員さんの話を聞いたりして、執筆
と編集を繰り返しました。印刷会社の選定後は何度も校正を重ね、気付
けば12回の校正。冊子が手元に届いたときの感動は忘れられません。

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

　設立から10年を迎えた、国道
54号活性化アクションプラン推進
協議会。しかし、どんな目的で、ど
んな活動をしているのか知らな
い人も多いのでは？本協議会の
取り組みを連載で紹介します。

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局雪

の
中
で
森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
島
根
県
随一の
積
雪
量
を
誇
る
飯
南
町
。特

に
奥
小
田
に
あ
る
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
で
は
、例

年
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
雪
を
活
か
し
た
飯
南
町
な
ら
で
は
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
メ
ニュ
ー
に「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」が
あ
り
ま
す
。ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
呼
ば
れ
る

西
洋
か
ん
じ
き
を
履
い
て
、雪
の
上
を
沈
ま
ず

に
歩
く
こ
と
。降
り
積
も
っ
た
雪
の
お
か
げ

で
、普
段
は
歩
け
な
い
と
こ
ろ
も
ど
ん
ど
ん
歩

け
ま
す
。誰
も
通
っ
て
な
い
フ
ワ
フ
ワ
な
雪
の

上
を
歩
く
気
持
ち
良
さ
を
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。一面
の
銀
世
界
は
音
を
吸
収
す
る
た

め
、静
寂
の
中
五
感
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、自
分

の
体
が
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
く
よ
う
な
感

覚
を
味
わ
え
ま
す
。初
め
て
の
人
に
も
、専
門

ガ
イ
ド
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
履
き
方
や
歩
き
方

の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

　

雪
も
飯
南
町
の
宝
物
。こ
の
冬
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。非
日
常
的
で
贅
沢
な
時

間
が
あ
な
た
を
待
って
い
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
博
学
講
座

極
寒
の
飯
南
町
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
に

昆
虫
？

　

写
真
の
雪
の
上
を
じ
ー
と
見
つ
め
て
み
る

と
、黒
い
点
が
見
え
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
は
雪
虫
と
い
う
昆
虫
で
す
。雪
虫
は
、

1
月
か
ら
早
春
か
け
て
雪
の
上
で
活
動
す
る

昆
虫
の
呼
び
名
で
、雪
渓
カ
ワ
ゲ
ラ
や
ユ
キ
ガ

ガ
ン
ポ
な
ど
が
い
ま
す
。雪
渓
カ
ワ
ゲ
ラ
は
羽

を
持
た
な
い
の
で
飛
べ
ま
せ
ん
。雪
の
上
を
歩

き
ま
わ
っ
て
い
る
虫
の
姿
を
目
で
追
う
と
、す

べ
て
の
虫
が
同
じ
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
自
分
が
生
ま
れ
た
川
上
を

目
指
し
て
い
て
、太
陽
を
目
印
に
方
角
を
計
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
10
度
〜
10
度
の
間
で
し
か
生
き

ら
れ
ず
、捕
ま
え
る
と
、人
間
の
体
温
で
す
ぐ

に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。見
る
と
き
は
、そ
ー

と
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

ゆ
き
む
し

1415
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建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

収集日 収集地区 収集日 収集日
金属類・粗大物 ガラス類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

まちのスケジュール 2020.2

19日（水）

25日（火）

27日（木）

26日（水）

17日（月）

19日（水）

18日（火）

10日（月）

13日（木）

12日（水）

3日（月）

5日（水）

4日（火）

頓　原

26日（水）赤　来

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
  飯
南
町

小
さ
な
田
舎
か
ら
の「
生
命
地
域
」宣
言

発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-3941  FAX（

0854）76-3943　
http://w

w
w
.iinan.jp/

ま
ち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（水）　 14日（金）

20日（木）　 22日（土） 

　7日（金）　 10日（月）

●4,800人（前月比－3人）  ●男性2,248人  ●女性2,552人  ●世帯数2,044戸　R2.1.1 現在

広
報

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30
志 ・々来島小
1日入学

乳児健診・育児相談
（保健福祉センター）
頓原・赤名小1日入学 中学校入学説明会

はぴこ無料結婚
相談会
（飯南町役場）
18：00～※予約制

頓原小授業公開日

赤名・来島小授業
公開日
しまね家庭の日

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
（リフレッシュ講座）
10:00～11:30

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
（食講座【大人】）
10:00～13:00
こころの健康相談日
（保健福祉センター）
※完全予約制

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

2020.1 N
o.181

令
和
2年
1月
20日

公民館成果発表会
「はじめの一歩から、次の
一歩へふみ出す公民館」
10：00～12：00
（ふれあいホールみせん）
飯南町スキー大会
（琴引フォレストパークスキー場）


	p01
	p02-p03
	P04-p05
	p06-p07
	p08-p09
	p10-p11
	p12-p13
	p14-p15
	p16

